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しかしここに来て風向きが大いに変わってきたc 昨年末 (2008年 12月〉に PTP{期から統
合協議申し入れが出され、物理学会理事会でも真剣iこ検討を始めることとなり、幾つかのイ
ンフォーマルな議論や統合協議会の答申書等を経て、 7月 25日に 20名以上の出癌の下で拡
大統合協議委員会を行い、統合の方針が明確に打ち出されたc その方針は 9月 513の物理学
会理事会で承認され、ここに実質上PTPとJPSJの2013年 4月における統合が決まったの










































URL ~士、 http://wwwsoc.nii.ac.jp/jps/ptp/tougou.html である。
(参考)
2008年度決算書
(2008年 4月1日-2009年 3月 31呂〉
1収入の部 〈円)








区 分 金 春夏
4豆 入額 4，159，133 
支 出 額 4，712，548 
差 ヲi額 -553.415 
2.支出の部 (円〉
区 分 金 譲
~fJ 庫4費 3，360，092 
送料等 341，997 
編 集 費 89.700 
事 務 費 118，125 
事務委託料 642，806 
民間制樟費 159，828 
次年夏繰越顎 5，317，366 
計 10，029，914 
*)本誌のひろば欄にご投稿下さい。メー ルで、の投稿も受け付けます。こちらで体裁を整え掲載します。〈編集部)
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